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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 38,056 △25.3 △200 ― △39 ― 32 △97.5
21年3月期第2四半期 50,936 ― 2,716 ― 2,684 ― 1,314 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 0.39 ―
21年3月期第2四半期 14.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 82,656 28,625 33.3 325.95
21年3月期 83,284 26,815 31.0 305.26

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  27,530百万円 21年3月期  25,787百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00
22年3月期 ― 0.00
22年3月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,000 △16.9 500 △86.2 500 △84.0 300 ― 3.55
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・上記の予想につきましては、現状で判断しうる一定の前提、仮定に基づいています。今後発生する状況の変化によっては、異なる業績結果となることが
予想されますのでご了解ください。なお、業績予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧くだ
さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 91,145,280株 21年3月期  91,145,280株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  6,682,440株 21年3月期  6,666,944株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 84,467,942株 21年3月期第2四半期 88,609,845株
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当第２四半期連結累計期間においては、当社グループの主要得意先である鉄鋼業界の国内粗鋼生産量は

底打ちの状況を示し、緩やかに回復したものの、前年同四半期連結累計期間に比べ29.6％の減少となりま

した。耐火物需要も回復傾向を示したものの、旺盛な需要に支えられた前年同四半期連結累計期間に比し

て落ち込み、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ25.3％減収の380

億56百万円となりました。 

損益については、売上高の大幅な減少の影響を受けましたが、原材料・調達品価格、労務費等の削減に

向けた各種取り組みを継続して実施した結果、営業損失は２億円（前年同四半期連結累計期間は27億16百

万円の営業利益）、経常損失は39百万円（前年同四半期連結累計期間は26億84百万円の経常利益）となり

ました。また、四半期純利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ97.5％減益の32百万円となりました。

これにより、１株当たり四半期純利益は、前年同四半期連結累計期間の14円83銭から39銭となりまし

た。 

  

事業の種類別セグメントの状況は次のとおりです。  

［耐火物事業］ 

粗鋼生産量の落ち込みに伴う耐火物需要の減少により、耐火物事業の売上高は、前年同四半期連結累

計期間に比べ28.1％減収の281億69百万円、営業損失は１億36百万円（前年同四半期連結累計期間は25

億34百万円の営業利益）となりました。 

［築炉事業］ 

築炉事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ2.6％減収の74億17百万円となりました。こ

れに対し、営業利益は、工業炉部門の利益率改善等により、前年同四半期連結累計期間に比べ11.0％増

益の７億６百万円となりました。 

［ファインセラミックス事業］ 

主力ユーザーである半導体製造装置業界の市場環境は緩やかな回復傾向を示したものの、前年同四半

期連結累計期間に比してなお落ち込んでおり、ファインセラミックス事業の売上高は、前年同四半期連

結累計期間に比べ55.5％減収の９億52百万円、営業損失は３億11百万円（前年同四半期連結累計期間は

48百万円の営業利益）となりました。 

［不動産事業］ 

不動産事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ2.2％減収の４億96百万円、営業利益は、

前年同四半期連結累計期間に比べ3.2％増益の１億48百万円となりました。 

［その他の事業］ 

石灰の売上減等の影響を受け、その他の事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ32.5％減

収の10億20百万円となりました。これに対し、営業利益は、景観材事業の事業所整理によるコスト削減

等により、前年同四半期連結累計期間に比べ13.0％増益の56百万円となりました。 

  

所在地別セグメントの状況は次のとおりです。  

［日本］ 

国内粗鋼生産量の落ち込みに伴う耐火物需要の減少等により、日本での売上高は、前年同四半期連結

累計期間に比べ25.2％減収の357億13百万円、営業利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ93.7％減

益の１億33百万円となりました。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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［その他の地域］ 

中国においては粗鋼生産量の回復、拡大があったものの、欧米地域においては回復の足取りは重く、

その他の地域における耐火物需要は全体的には落ち込むこととなりました。このほか、円高の進行の影

響もあり、その他の地域での売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ45.6％減収の36億40百万円、

営業利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ63.3％減益の２億51百万円となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に対し６億27百万円減少して、826億56

百万円となりました。流動資産は同55億36百万円減少の377億97百万円、固定資産は同48億59百万円増

加の448億９百万円となりました。また、社債の発行により、社債発行費49百万円を繰延資産として計

上しています。 

流動資産減少の主な要因は、当社グループ一丸となっての在庫削減活動に伴う棚卸資産の減少による

ものです。固定資産増加の主な要因は、当社グループ保有株式の株価上昇及び新日本サーマルセラミッ

クス株式会社の株式取得による投資有価証券の増加によるものです。 

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に対し24億37百万円減少して、540億30百

万円となりました。流動負債は同82億69百万円減少の315億17百万円、固定負債は同58億32百万円増加

の225億13百万円となりました。 

流動負債減少の主な要因は、短期借入金の返済と支払手形及び買掛金の減少によるものです。固定負

債の増加は、社債等と長期借入金の返済等を加減算した結果によるものです。 

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に対し18億９百万円増加して、286億25

百万円となりました。 

純資産増加の主な要因は、当社グループ保有株式の株価上昇によるその他有価証券評価差額金の増加

によるものです。 

この結果、自己資本比率は33.3％となりました。 

また、１株当たり純資産額は、前期末の305円26銭から325円95銭となりました。 

  

鉄鋼業界の粗鋼生産量が回復傾向を示す中、耐火物需要についても一定の増加が見込まれること等を踏

まえ、平成21年５月14日に公表した通期の連結業績予想を、本日平成21年11月11日公表の「業績予想の修

正に関するお知らせ」のとおり修正しています。 

なお、粗鋼生産量の変動により耐火物需要も変動し、その結果、業績予想値が大きく変動する可能性が

あります。 

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産

(2) 負債

(3) 純資産

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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